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令和５年度事業報告 

１．概況報告 

日本カツオ学会は、カツオに興味や関心を持つ、あらゆる人々が集い、各種

の情報交換をはじめ、相互の交流と連携をもとに、調査研究を継続して行う機

会、協働の図れる場づくりを目指して、産学官からなる発起人のもとに平成 23

年１月８日 高知県黒潮町で誕生した。 

本学会は、会費収入を主たる財源としていることから、その後、徐々に発起

人や関係自治体などを中心として、会員確保の活動を開始するとともに、カツ

オに関係する企業群にも本学会への参画について声掛けしてきた。 

 

２．令和５年度カツオセミナー＆フォーラム 

   令和５年 11 月 16 日（木）、東京日本橋ホールを会場として「令和５年度カ

ツオフォーラム in日本橋～鰹節から学ぶ SDGs～」を開催した。カツオフォー

ラムとしては初の東京開催となった。鰹節を通じてカツオの今日的価値や資源

問題について広く社会に訴求することを目的にした。漁業関係者や食品メーカ

ー、大学研究者など、105 名の参加者となり、会場をほぼ埋める収容となった。 

  （プログラム等は別紙参照） 

 

３．役 員 会 

令和５年度通常役員会は、令和６年３月１２日（火）１５時から開催。また臨

時役員会をオンライン会議およびメールにより開催。 

協議事項としては、 

① 令和５年度事業報告について 

② 令和５年度収支決算報告について 

③ 日本カツオ学会の解散について 

④ 資産の寄附について 

⑤ その他 

  以上を、通常総会へ諮ることとした。 

 

４．会報誌の発行 

「会報誌」の発行は、本学会を広く広報するとともに会員確保の一助とする

ために、当初より計画して検討してきた。令和５年度は 2回発行を目標とし

ていたが、事務局の力不足により作成できなかった。 

第 1 号議案 



令和 6 年１月 26 日 

一般財団法人 東洋水産財団 

食品科学奨励 結果（経過）報告書 講演会採択者用 

 

申請者 

所属・役職 日本カツオ学会・会長 

（ふりがな） 

氏  名 

かわしま しゅういち 

川島 秀一 

記入者 

所属・役職 日本カツオ学会・事務局長 

（ふりがな） 

氏  名 

   よしもち たけし 

   吉用 武史 

 

1．申請内容 カツオフォーラム in 日本橋 ～江戸から学ぶ、カツオ資源の持続可能性～ 

2．講演テーマ 鰹節から学ぶ SDGs 

3．講演詳細 日時 令和 5 年 11 月 16 日（木）13 時～16 時 

場所 日本橋ホール（東京都中央区日本橋 2 丁目５－１） 

4．講演者 

・永松真依（渋谷カツオ食堂、鰹節伝道師）「手削りする鰹節の魅力」 
・土居幹治（マルトモ㈱ 専務取締役、だしの伝道師Ⓡ）「だしを極めて健康生活」 
・髙津伊兵衛（㈱にんべん 代表取締役社長）「鰹節の持続可能性・SDGs」 
・西村 協（枕崎水産加工業協同組合 代表理事組合長） 

「SDGs とカツオ資源の有効活用 カツオを通じた国際連携」 
・パネルディスカッション 
進行：受田浩之（日本カツオ学会副会長、高知大学理事） 
登壇：永松真依、土居幹治、髙津伊兵衛、西村協 

5．講演内容 
【フォーラム主旨】 

鰹節は和食の根幹をなす食材です。私たちが食べる料理の多くに鰹出汁が使われていま

す。しかし実際に鰹節を削ったことはあるでしょうか？私たちが普段目にするものは、削

り節の小分けパックや、出汁調味料ではないでしょうか。料理の手間や負担を減らすため

に、より簡単に、より美味しく出汁を楽しめるよう、企業が商品開発を積み重ねてきたお

陰です。その代わり、鰹節に今と昔で違いはあるのか、日本の伝統的な文化として未来に

残していけるのかなど、私たちが鰹節やカツオそのものに想いを馳せる機会が減りつつあ

る現状があります。 
今一度鰹節に目を向け、その魅力や今日的な価値を再認識すると共に、漁業資源として

のカツオについても一緒に考えてみましょう。 
 
【講演内容まとめ】 
 本フォーラムでは、鰹節を通じてカツオの今日的価値や資源問題について広く社会に訴

求することを目的にした。漁業関係者や食品メーカー、大学研究者など、105 名の参加者に

お集まりいただき、会場をほぼ埋める収容となった。 

第１号議案（別紙）



 
 
渋谷カツオ食堂の永松真依氏は「手削りする鰹節の魅力」と題し、実際に鰹節を使った

料理を消費者に直接提供する立場として、削り実演を含めてかつお節愛を全力で伝えてい

ただいた。マルトモ土居幹治氏は「だしを極めて健康生活」をテーマに講演。だしの伝道

師でもあり、ユーモアも交えて鰹節の美味しさや健康面の魅力にも触れていただいた。東

京・日本橋の老舗、にんべん髙津伊兵衛氏は「鰹節の持続可能性・ＳＤＧｓ」と題して講

演。枕崎水産工業協同組合の西村協氏は「ＳＤＧｓとカツオ資源の有効活用・カツオを通

じた国際連携」をテーマに枕崎市とミクロネシアの国際連携にも触れていただいた。 
パネルディスカッションでは、ファシリテータ―に日本カツオ学会副会長、高知大学理事

の受田浩之、そして 4 人の講師を迎え、「鰹節から学ぶＳＤＧｓ」をテーマに、それぞれの

立場から意見交換した。受田はカツオ・鰹節がＤＨＡやＥＰＡ、アンセリン、セロトニン

等の機能性成分を有し、アミノ酸由来の環状ジペプチド（ＤＫＰ）の生理活性に着目した

研究事例を紹介した。ＤＫＰにはセロトニンの再取込阻害活性、学習意欲改善効果がある

とし、鰹節のおいしさを高める一因（仮説）と指摘。そのＤＫＰ含有量が鰹節の製造工程

の一つである培乾にあると考え、工程が多い本枯鰹節に含有量の多さを確認している。さ

らに滋養強壮、抗疲労効果が確認されているアンセリンについて、高知で 135 本のカツオ

のアンセリン含有量を分析したところ、100ｇ当たりの可食部で 250～260mg が含まれ、春

先と秋口、初ガツオと戻りガツオの頃に含有量が増えることを確認。その時期はカツオの

回遊距離が伸びることで発生する疲労を、アンセリンが緩衝作用としての役割を果たして

いる可能性があり、実際にヒトにおける眼精疲労抑制効果の検証結果も紹介した。 
また、鰹節の持つ本質的な価値や消費者の受け止め、資源問題、巻き網と一本釣りの漁

法、ＭＳＣ認証など、様々な角度からパネリストと考えを共有した。その上で、最終的に

漁獲量を安定していくためのシナリオをイラスト（下図）で示し、消費者の理解不足を問

題視し、「魚類の一つ、カツオを残していくこと。おそらくＳＤＧｓそのもの」とディスカ

ッションをまとめた。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．添付資料 

・カツオフォーラムチラシ 

提出先：〒108-0075 東京都港区港南 2-13-40 東洋水産㈱内 

  一般財団法人 東洋水産財団 宛 



場所

日時

［共催］

参加費 無料

鰹節は和食の根幹をなす食材です。私たちが食べる料理の多くに鰹出汁が

使われています。

しかし実際に鰹節を削ったことはあるでしょうか？私たちが普段目にする

ものは、削り節の小分けパックや、出汁調味料ではないでしょうか。

料理の手間や負担を減らすために、より簡単に、より美味しく出汁を楽しめ

るよう、企業が商品開発を積み重ねてきたお陰です。

その代わり、鰹節に今と昔で違いはあるのか、日本の伝統的な文化として

未来に残していけるのかなど、私たちが鰹節やカツオそのものに想いを馳

せる機会が減りつつある現状があります。

今一度鰹節に目を向け、その魅力や今日的な価値を再認識すると共に、漁

業資源としてのカツオについても一緒に考えてみましょう。

木11月16日
令和5年

13：00▶16：00（開場／12：30）
日本橋ホール
東京都中央区日本橋2丁目5-1

令和5年度

カツオフォーラム
in 日本橋
鰹
節
か
ら
学
ぶ

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

先着
200名様

［主催］ 日本カツオ学会

https://www.nihonbashi-takashimaya-mitsui.jp/hall/

お申し込み方法〈一般〉 裏面をご覧ください。

お問い合わせ 088-844-8734 katsuo@kochi-u.ac.jp日本カツオ学会



※個人情報は、本事業の運営業務のほか、感染症対策上の管理業務に使用させていただきます。
※また、来場者から感染者が発生した場合など、必要に応じて保健所等へ提供させていただく場合がございます。予め、ご了承ください。

受田 浩之  高知カツオ県民会議 会長代理 ｜ 日本カツオ学会 副会長 ｜ 高知大学理事・副学長
ファシリテーター

永松 真依
土居 幹治
髙津 伊兵衛
西村 協

渋谷カツオ食堂 ｜ 鰹節伝道師
マルトモ㈱ 専務取締役 ｜ だしの伝道師Ⓡ
㈱にんべん 代表取締役社長
枕崎水産加工業協同組合 代表理事組合長

パネリスト

14：55 パネルディスカッション「鰹節から学ぶSDGs」

16：00 閉会

14：45 休憩

「手削りする鰹節の魅力」13：05 講演〈1〉

渋谷カツオ食堂 ｜ 鰹節伝道師
講師/永松 真依（ながまつ・まい）

13：30 講演〈2〉「だしを極めて健康生活」

マルトモ㈱ 専務取締役 ｜ だしの伝道師Ⓡ
講師/土居 幹治（どい・みきはる）

13：55 講演〈3〉「鰹節の持続可能性・SDGs」

㈱にんべん 代表取締役社長
講師/髙津 伊兵衛（たかつ・いへえ）

14：20 講演〈4〉「SDGsとカツオ資源の有効活用・
 カツオを通じた国際連携」

枕崎水産加工業協同組合 代表理事組合長
講師/西村 協（にしむら・きょう）

開会挨拶13：00
川島 秀一  日本カツオ学会 会長

令和5年度

カツオフォーラム
in 日本橋

プログラム

【お申し込み】 入場ご希望の方は、❶HP申込フォーム ❷メール のいずれかで日本カツオ学会にお申し込みください。

katsuo@kochi-u.ac.jp

❶HP申込フォーム ❷メール

申込締切
事前のお申し込みがなくても、当日ご記帳いただき、入場することができます。

https://forms.office.com/r/SZysaGgEqN

11月10日㊎

会場への
アクセス

▶東京メトロ銀座線・東西線/都営地下鉄浅草線「日本橋駅」直結  ▶JR各線「東京駅」徒歩5分
※「日本橋髙島屋三井ビルディング」B1階および 1階よりオフィスエレベーターをご利用の上、ご来場ください。
　日本橋髙島屋S.C.「本館」および「新館」からの アクセスはできません。
※ 隣駅(三越前駅)の「日本橋三井ホール」 は別施設です。 施設名が酷似しておりますのでご注意ください。



１．申請時の予定使途（応募申込書に書いた主な使途を記入して下さい）

※注意事項
（1）この報告書の他に領収書(コピー可）をご提出ください。
（2）講演会もしくは刊行の完了後、速やかにご提出下さい。

（4）申請金額から残金が発生した場合は返金となります。

食品科学奨励　使途報告書

申請時予定金額

¥400,000
¥100,000

経費区分（申請書と一致内容）

会場使用料

広報媒体作成費

合計

（3）使途予定の経費区分それぞれの金額の差異（過大であろうが過少であろうが絶対値）合計が採択金額の20%以
上変更となる場合は該当金額分が返金となります。返金手続きが必要な場合は、事務局までご連絡下さい。

¥468,160

備考

振込手数料（880円）込み

振込手数料（880円）込み

申請内容 カツオフォーラムin日本橋　～江戸から学ぶ、カツオ資源の持続可能性～
採択金額

500000円申請者 日本カツオ学会・会長　川島秀一

¥500,000

支出金額

¥390,280
¥77,880



【収入の部】

予算額 決算額 増減（△）額

1. 会 費 497,000 508,000 11,000

個 人 会 員 57,000 78,000 21,000

団 体 会 員 290,000 280,000 △ 10,000 28 件 × 10,000円 ＝ 280,000円

賛 助 会 員 150,000 150,000 0

2. 雑 入 500,005 500,014 9

雑 入 500,005 500,014 9

3. 繰 越 金 1,111,185 1,111,185 0

前年度繰越金 1,111,185 1,111,185 0

2,108,190 2,119,199 11,009

【支出の部】

予算額 決算額 増減（△）額

1. 事 業 費 1,428,300 891,540 △ 536,760

総 会 費 20,000 0 △ 20,000 ズーム会議 0円

カ ツ オ
セ ミ ナ ー 費

0 0 0

カ ツ オ
フォーラム費

900,000 558,240 △ 341,760
526,400円

31,840円

広 報 費 408,300 333,300 △ 75,000
58,300円

275,000円

会 報 費 100,000 0 △ 100,000

2. 事 務 局 経 費 78,000 260,248 182,248

9,240円

8,400円

242,608円

3. 予 備 費 602,762 0 △ 602,762

予 備 費 602,762 0 △ 602,762

2,109,062 1,151,788 △ 957,274

【収入】 【支出】

－ 1,151,788 円 ＝

を翌年度へ繰り越す。

令 和 ５ 年 度 日 本 カ ツ オ 学 会 収 支 決 算 書

費　　目 説 明

　26人×3,000円＝78,000円
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計78,000円

　1団体×90,000円＝90,000円
　2団体×30,000円＝60,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計150,000円

預金利息　14円
東洋水産財団 食品科学奨励金 500,000円

合　　計

費　　目 説 明

カツオフォーラム
（チラシ作成、会場借上、講師謝金）
東洋水産財団食品科学奨励金返還

学会ＨＰ年間ランニング費用
カツオ課題イラスト製作費

振込み手数料

郵便料等立替分

旅費等

合　　計

歳 入 歳 出 決 算

2,119,199 円 967,411 円

事 務 経 費 78,000 260,248 182,248

第２号議案





 

 

日本カツオ学会の解散について 

 

日本カツオ学会では、これまでカツオフォーラムを 13回、カツオセミナーを

8回開催すると共に、枕崎カツオマイスター検定や高知カツオ県民会議シンポジ

ウムの共催など、関係組織や国内各地域の皆様方と各種活動を展開してきた。学

会定款第 3条（目的）にある「本会は、日本の豊かな食文化を醸成してきたカツ

オの価値を見直し、カツオとの『上手な付き合い方』を探るために、カツオ産業

の盛んな地域と産・学・官の関係者、及び、カツオに興味のある人々が集い、情

報や意見を交換して、将来にわたり、カツオに関する多面的な事業を推進するこ

とを目的とする。」を達成するため、学会運営に努めてきた。これまでにカツオ

資源保全を中央要望として明記したカツオフォーラム気仙沼大会宣言の森山農

林水産大臣（当時）への直接手渡しや、学会活動 10周年を記念した 10年史の刊

行、高知カツオ県民会議が平成 28 年度に発足することの切っ掛けとなるなど、

学会活動を続けてきたことの社会的な意義は確実にあったと認識している。 

 

しかしながら初期の学会の創設を支えた役員の多くが所属元の職務の変化や

高齢による引退等により、学会運営への参画が難しくなり始めていることに加

え、事務局機能も人員体制面の問題から厳しい状況にある。現状では今後の学会

活動の継続は困難であり、定款に定める第 3条（目的）や第 4条（事業）を今後

も堅持することは非現実的である。また、学会運営を継承する組織の検討・探索・

打診もした結果、いずれも困難との結論に達している。 

このような状況下、実質的な活動が無いまま継続することで学会組織が形骸

化するよりは、正式な手続きのもと学会組織を解散することが適切と考えられ

た。ついては、定款第 37条（解散）にある「本会は、総会において出席した議

決権を有する会員の４分の３以上の議決を経なければ解散できないものとす

る。」の定めに従い、「日本カツオ学会の解散について」を令和６年度総会の第３

号議案として審議する。 

 

なお、もし解散する場合、既に入金いただいている令和６年度分の会費につい

ては、各会員と個別に連絡を取りながら適切な方法で返金手続きを行う。そのう

えで残った残余資産の取り扱いについては、別途、第４号議案にて審議を行うも

のとする。 

  

第３号議案 



【参考資料】 

・定款に基づく現会員状況（令和７年２月時点） 

 個人会員：２３名 

 団体会員：２６団体 

愛南町役場、勝浦市役所、黒潮町役場、気仙沼市役所、土佐清水市

役所、中土佐町役場、奈半利町役場、ひたちなか市役所、枕崎市役

所、本部町役場、焼津市役所、 

伊良部漁業協同組合、勝浦漁業協同組合、気仙沼漁業協同組合、高

知かつお漁業協同組合、枕崎市漁業協同組合、本部漁業協同組合、

山川町漁業協同組合、 

㈱加寿翁コーポレーション〔土佐料理司〕、㈱カネマン、㈱シティ

ネット、砂浜美術館、(有)日昇、日本鰹節協会、㈱にんべん、ファ

ーマテック㈱、 

 賛助会員：３団体 

      高知県漁業協同組合、高知県漁業協同組合 佐賀統括支所、 

マルトモ㈱ 

 

 

・会費収入内訳 
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・収支決算状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※会費収入以外に以下の補助金等を収入に含む。 

平成 25年度：国交省「地域間共助連携事業」800万円 

       カツオがつなぐ絆～黒潮ネットワークによる広域的地域間共助～の実施 

令和 2年度：東洋水産財団「食品科学奨励金」50万円 

       日本カツオ学会 10年史の刊行 

令和 5年度：東洋水産財団「食品科学奨励金」50万円 

       令和５年度カツオフォーラム in日本橋～鰹節から学ぶ SDGs～の実施 
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